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主な内容

オンライン開催
13:00～16:30

2024年２月2日より招待メールを送信いたします。
上記Web申込フォームからお申し込みください。

コーディネーター・講師

岩﨑 有朋
Aritomo Iwasaki

元 鳥取県教育センター係長
現 札幌国際大学 教授

片山 敏郎
Toshiro Katayama

新潟県新潟市立大野小学校校長
文部科学省学校ＤＸ戦略アドバイザー

辻 慎一郎
Shinichiro Tsuji

鹿児島県姶良市立帖佐中学校校長
文部科学省学校ＤＸ戦略アドバイザー

郡司 直孝
Naotaka Gunji

学校法人桐蔭学園
中等教育学校専任教諭

第１部 ───── （13:10-13:50）

ケイズICT支援員の学校支援事例発表

・校務の効率化、学校業務DX化の提案支援の事例
・ワードクラウド（文字の見える化ツール）
活用授業支援と事例
・岩﨑先生からケイズ支援員へのアドバイス

第2部 ───── （13:50-15:10）

パネルディスカッション①
「1stGIGAの仕上げと2ndGIGAの布石」

2nd GIGAにむけて、いまだからこそやっておくべきこと
〜校長から見た1st GIGAの仕上げと2nd GIGAの布石〜

「校長」という立場からGIGAスクール構想をどう見つめ、ど
う改革してきたのか、これからの2nd GIGAについての思い
など、全国的にも著名な二人の校長先生からの熱いメッセー
ジと自校の改革につながるヒントを得られるパネルディスカッ
ションです。

第3部 ───── （15:20-16:25）

パネルディスカッション②
「探究」を自分ごとに落とし込む

「探究」という言葉を単元設計に落とし込むために
〜熟達者の視点を通して探究をとらえ直す〜

あちこちで聞かれる「探究」。蓋を開けてみると、調べてまと
めたものを発表するだけ、というのも散見される昨今。自校で
探究のカリキュラム設計の中心役でもある郡司先生は、サンプ
ル事例をどうアレンジしていくのか。
登壇者の二人が対話形式でサンプル事例を改善し、探究の
価値を埋め込んで、一段深い学びの単元設計に仕上げていき
ます。アレンジの過程を共有しながら、改善のポイントを掴む機
会になるはずです。

GIGAスクール構想をこえて
～次世代教育のためのICT活用ガイド～


